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COPDの症状を少しでも
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暮らしを「つくる」
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ぜん息児へのエール

アレルギー児の安心・安全な学校生活のために
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入学・進学のときに
知っておきたいこと
• 昭和大学医学部　小児科学講座　講師　今井孝成先生
• ＮＰＯ法人アレルギーを考える母の会　代表　園部まり子さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　長岡徹さん

知っておきたい

食物アレルギーの診断と検査の方法
• 藤田保健衛生大学医学部　客員教授　宇理須厚雄先生

• 須藤内科クリニック　リハビリテーション科　科長　中田隆文先生
訪問呼吸リハビリの取り組み（須藤内科クリニック／岩手県盛岡市）

■特集 2 C成

成

小

小

■医療トピックス 8 C

C

成小

■現場レポート 14 C成小

三重県四日市市
ぜん息児のためのチャレンジ・デイキャンプ

■地方公共団体事業レポート 18 C成小

料理研究家

コウケンテツさん
■ぜん息児へのエール 22 C成小

・ウチのこんなエピソード
・わたしのしているこんな工夫
・読者Q&A
・すこやかライフバックナンバーのご紹介
　45号発行によせて　同愛記念病院小児科部長　山口公一先生

■読者の広場 24

＝小児　　　＝成人・高齢者　　　＝COPD

◆気管支ぜん息・COPDの基礎用語　運動誘発ぜん息／食物依存性運動誘発アナフィラキシー
　　　　　　　　　　　　　　　　　アレルゲンコンポーネント検査

とじ込み

COPDの症状を少しでも和らげ
在宅の重症患者さんの暮らしを「つくる」

　環境再生保全機構は、ぜん息などの予防やケア、健康回復に役立つ情報を提供するため、冊子、DVD、ツールなどを作成しています。
詳しい内容やお申し込みに関するお問い合わせは、下記までお願いします。また、ホームページ上でもご覧いただけます。

　ぜん息・COPD患者が治療薬について正しく理解し、吸入を適切に行えるように、正しい吸入方法を解
説した動画を制作しました。環境再生保全機構Youtubeチャンネル及びホームページ「大気環境・ぜん息
などの情報館」において公開していますので、ご覧ください。

　今回の動画をDVDに収録し、ポスターとともに無料で配布しています。
ポスターにはぜん息・COPD患者の方に向けた吸入薬の一覧を掲載して
いますので、あわせてご活用ください。

環境再生保全機構 予防事業部 事業課
Tel 044-520-9568　FAX 044-520-2134　メール：hoken@erca.go.jp

http://www.erca.go.jp/yobou/

正しい吸入方法の解説動画を
制作しました

ぜん息児水泳記録会のお知らせ

お問い合わせはこちらまで

環境再生保全機構公式動画チャンネル（Youtube）

仕様：DVD、ポスター（Ａ2判）　発行：平成27年3月

大気環境・ぜん息などの情報館 ＞ ぜん息などの情報館 ＞ 成人ぜん息 ＞ 正しい吸入方法を身につけよう

目　的
　ぜん息の健康回復や増進を目的に水泳に取り組んでいる

　　　　小学1年生～中学3年生が一堂に集まり、タイムレースを通じて
　　　　日頃の成果を発表し、交流を深める場とします。

日　時　関西大会：平成27年  9月27日（日）　　　　関東大会：平成27年10月17日（土）

会　場　関西大会：大阪プール（大阪市港区田中3-1-20）　　　　関東大会：東京辰巳国際水泳場（東京都江東区辰巳2-8-10）
○タイムレース
　・25ｍビート板レース
　・25ｍ／50ｍレース（クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ）
　・100ｍ／200ｍ個人メドレー
○学年別・男女別対抗ビート板レース

プロ
グラム

申し込みの受付は６～７月頃から開始します！

世界で活躍する一流選手を招待し、
ワンポイントレッスンや模範水泳、

記念撮影を行います。

https://www.youtube.com/user/ercachannel
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が
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組
み
ガ
イ

ド
ラ
イ
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共
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れ
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が
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校
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活
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フ
35
号
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特

集
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を
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く
だ
さ
い
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と
く
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
2
年
12
月

に
起
こ
っ
た
調
布
市
で
の
事
故
を
受
け
、

文
部
科
学
省
が
14
年
3
月
に
各
都
道

府
県
な
ど
に
向
け
、
学
校
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
お
い
て
「
学
校

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
お
よ
び
「
学
校
生
活

管
理
指
導
表
」
の
活
用
を
徹
底
す
る
よ

う
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

学
校
に
お
い
て
ア
レ
ル
ギ
ー
児
に
対
す

る
配
慮
が
必
要
な
場
合
、
学
校
生
活
管

理
指
導
表
の
活
用
が
一
層
重
要
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」

の
提
出
が
基
本

　入学、進学の季節がやってきました。新しい環境
への期待とともに、学校生活への不安を抱えている
アレルギー児の保護者の方もいらっしゃるのではな
いでしょうか。
　そこで今回は、学校のアレルギー対策の現状と、
アレルギー児が学校生活を安心・安全に送るために
必要な知識、学校との関係作りの方法などについて、
昭和大学医学部小児科学講座講師　今井孝成先生
と、NPO 法人アレルギーを考える母の会　園部ま
り子さん、長岡徹さんにお話をうかがいました。

アレルギー児の安心・安全な学校生活のために

のときに

っておきたいこと

＊保育所向けには、厚生労働省より「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」が発行されています。�
詳しくは、すこやかライフ40号「現場レポート」をご覧ください。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
成
長
と
と
も
に

症
状
が
変
化
し
や
す
い
疾
患
で
あ
る
た

め
、
学
校
生
活
管
理
指
導
表
は
毎
年
更

新
し
提
出
し
ま
す
。

　
1
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に
一
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、
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管
理
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ア
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た
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門
医
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す
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、
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コ
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ト
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も
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な
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ま
せ

ん
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
成
長
と
と
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で
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な
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る
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ア
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ト
グ
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経
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P.

12
参
照
）
を
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る
こ
と
で
、
食
べ
ら
れ
る
食
物
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
生
活
管
理
指
導

表
を
書
い
て
も
ら
う
と
き
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
治
療
を
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直
す

チ
ャ
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ス
と
と
ら
え
、
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門
医
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し
て
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療
の
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直
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も
ら
い
ま
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う
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学
校
生
活
管
理
指
導
表
を

書
い
て
も
ら
う
と
き
が

治
療
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス



＊基礎知識習得のために、環境再生保全機構のパンフレットをご活用ください。
　（お申込み）環境再生保全機構ホームページ▶大気環境・ぜん息などの情報館▶パンフレット
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　学校生活管理指導表の提出後、面談の場が設けられます。学校生活管理指導表をもとに、「何かあったら」とい
うような抽象的な表現ではなく、「どんな症状のときにどうするのか」など具体的なルール作りをすることが大切
です。ただし、学校の体制などにより、すべての要望が受け入れられるわけではないことを理解しておきましょう。

学校生活管理指導表の活用のしかた

●活用のしかたのポイント

●面談時、とくに学校に伝えておきたいポイント

〈たとえば〉
「うちの子は牛乳の食物アレルギーで「アナフィラキシー」
を起こしたことがあります。医師には重い食物アレルギー
だと診断されていますので、配慮をお願いします。」

　このような場合、学校側も「アナフィラキシー」とは何
なのか、正しい認識を持っていないと、事故につながる
おそれが高まります。学校、保護者それぞれがアレルギー
疾患に対する正しい知識を持ち、病気の重症度について
共通認識を持つことが、対応の基本といえるでしょう。

　学校において子どもが重篤な症状に陥ってしまった場
合、どの学校職員にも一刻も早く気づいて対応してもら
うためには、職員全員で情報共有してもらうことが重要
です。情報共有欄に必ず署名して提出しましょう。

　緊急時の連絡先が
必要だと考えられる
児童、生徒（たとえ
ば、 ア ナ フ ィ ラ キ
シーショックやぜん
息の大発作で、緊急
搬送が必要になるお
それのある児童、生徒）の場合に医師が記載する欄です。
　緊急時の搬送先などについては、主治医に相談しま
しょう。

　たとえば「ぜん息がある」という場合でも、症状がコ
ントロールされており、とくに学校での特別な配慮が必
要でない児童・生徒は提出する必要はありません。
　ただし、なかにはアレルギーがあるとわかった場合、
必ず提出を求める学校もあるため、学校側に確認してお
きましょう。

　学校生活管理指導表は医師の診断書代わりです。医師
の正しい診断、客観的な評価が根拠となってはじめて、
保護者の思い込みではなく学校での対応が必要であるこ
とを、学校側に伝えることができます。
＊文書料が発生することがあります。あらかじめ病院に確認しましょう。

　では、学校生活管理指導表を使ってどのように学校と情報を共有すればよいのでしょうか。
活用のしかたと学校との面談時に伝えたいポイントをご紹介します。

　学校生活には、学校側も気づかないアレルギー児にとっ
てのリスクが潜んでいるおそれがあります。次ページ から
紹介する、「アレルギー児が症状を起こしてしまうおそれの
ある状況」をもとに、面談時にあらかじめ学校に伝えてお
きたい事項をチェックしてみましょう。

管理指導表は基本的に、入学前の就
学時健診の際にアレルギーがあるこ
とを伝え、学校から受け取ります。

1

何のアレルギーがあって
重症度がどのくらいなのか1

　学校生活管理指導表だけでは伝えきれないことを書面
にまとめ、提出するとよいでしょう。

レポート用紙1枚程度にまとめて
提出を3

〈たとえば〉
「運動をするとぜん息の発作が出ることがあります。そ
の場合は、腹式呼吸をさせ少し休ませて様子をみてく
ださい。発作がおさまれば、運動を再開できます。」

いつ、どんな症状が出るのか、
どんな対応が必要なのか2

教職員全員で情報共有してもらうこ
とに同意しましょう。4

緊急時の「連絡医療機関」を事前に
確認しましょう。5

提出が必要なのは、学校生活におい
て学校側の配慮が必要と保護者が考
えるアレルギー児のみです。

2

自己判断で書くのではなく、医師が
正しい診断のもとに記入します。3



＊ぜん息の基礎知識については、環境再生保全機構パンフレット
　「ぜんそく学習帳（児童向け）」「小児ぜん息 Q&A（保護者向け）」で

詳しく紹介しています。
4

●こんなことがあるかもしれません…

学校生活の中に潜むリスクを知り、
前もって対策を

・チョークの粉が飛び散る黒板に近
い席、エアコンの風が当たる席に
なった

・理科：刺激のあるにおいや煙
が発生する実験をする

・図工：木材をノコギリで切るなど
細かい木くずが飛ぶ、刺激の強い
画材を使う

・教室でハムスターなど毛のある動
物を飼う、草木を飾る

・マラソン（とくに寒い冬）、マット運動
をする（ほこりが立つ）

＊運動誘発ぜん息を起こしやすい場合は、
その対応を具体的に伝えましょう。・はしゃぎすぎて呼吸が激しくなる

・寝具に羽毛が使われている
・同室の友達がまくら投げをやる
・そば打ち体験でそば粉が舞う
・キャンプファイヤーや花火で煙を吸う

ぜん息児
の場合

　ぜん息発作を起こさないためには、アレルゲンや刺激物質を吸い込まない、避ける工夫が必要です。できるだけ黒板や
窓から離れた席に座らせてもらえるようお願いしたり、掃除のときはマスクをして拭き掃除を担当させてもらう、毛のあ
る動物のお世話ではなく金魚や亀のお世話ならできることなどを伝えておきましょう。また、体育の授業では見学が多く
なることもあるため、運動誘発ぜん息（別添 基礎用語参照）について学校の理解を得ておくことも大切です。
　発作が起きたときはどの薬を吸入するのかなど、対応についても学校に伝えておくとともに、子どもには具合が悪くなっ
たらすぐ、先生や友達に伝えるよう説明しておきましょう。

授業中掃除の時間

体育の時間

今井先生からのアドバイス

◆発作の起こりやすい運動は何か
◆発作の起こりやすい季節
◆運動誘発ぜん息が起こったときの対応
このほか、準備運動をしっかりさせてほしいこと、
発作予防の薬を使う場合があることなどについても、
伝えておきましょう。

（別添の基礎用語もご参照ください。）

・消火器を使って
火を消す体験を
する

・ほうきを使った掃除、飼育係
や小屋の掃除当番

宿泊をともなう校外学習のとき

　下記はいずれも、ぜん息発作が起こりやすい状況です。前もって学校
に伝え、このような場面では配慮してもらえるよう相談しましょう。
　ただし、ぜん息発作の原因や重症度は人によって異なるため、すべての状況に対応してもらう
必要はありません。子どものぜん息の状態にあわせた対応について、相談しましょう。

アレルゲンや刺激物質を吸い込まない、避ける工夫を伝える

避難訓練



＊食物アレルギーの基礎知識については、環境再生保全機構パンフレット
　「ぜん息予防のためのよくわかる食物アレルギー対応ガイドブック 2014」で詳しく紹介し

ています。
5〈すこやかライフNo.45〉

［特集］入学・進学のときに知っておきたいこと

　学校では、給食の時間以外にも食物アレルゲンに触れ
る機会がたくさんあります。下記のような状況の時は注
意してもらえるよう、学校に伝えましょう。とくに行事
のときなどは前もって保護者に内容を知らせてもらい、
その都度問い合わせをするなどしましょう。

（学校の給食対応については、次ページをご参照ください。）

・図工の時間：小麦粘土、牛
乳パック、卵の殻などを教材
として使う。

＊食物依存性運動誘発アナフィラキシーが
ある場合は伝えておきましょう。

・節分のとき、大豆のかわりに
ピーナッツを投げる園、学校も
あります。

・原因食物を使った体験学習をする
　（牛の乳搾り体験、そば打ち体験、みそ作り体験など）
・朝食がバイキングで原材料がわからない
・友達がすすめたお菓子を断れずに食べる

　このほか、緊急時の医療体制について、学校や宿泊先など
と事前に打ち合わせておきましょう。

　その食物を食べただけでは症状が出ないのに、
食べた後に運動をすると症状が出ることがあり
ます。食物依存性運動誘発アナフィラキシーを
経験したことのある場合は、運動前には原因食
物を食べない、原因食物が給食で出た場合は、
5時間目の体育は見学する（食後２〜４時間の
運動を避ける）、じんま疹などが出現したら運
動を中止してすぐに先生に伝える、などが必要
です。

（別添の基礎用語もご参照ください。） 

・給食後に牛乳パックを
洗って解体する

給食以外でもアレルゲンに触れる機会がたくさんあることを知ってもらう
　先生だけでなくクラスメイト全員に、どんな食べ物にアレルギーがあるのか、どう気をつけてほしいのか、伝えておく
ことが大切です。
　子ども自身にも、原因食物を食べたり触ったりしたときの対処を覚えさせるとともに、具合が悪くなったらすぐに先生
や友達に伝えるよう、説明しておきましょう。
　宿泊行事の際の食事内容については、出される食事の原材料を事前に知らせてもらいましょう。その際、保護者が宿と
直接連絡をとっていいのか、学校に間に入ってもらうのか、旅行業者と相談するのかなど、事故を防ぐために納得のいく
まで話し合いをしましょう。

食物アレルギー児
の場合

授業中

体育の時間

行事のとき

宿泊をともなう校外学習のとき

今井先生からのアドバイス

・調理実習
　アレルゲンである食材を
使わなくても、前の授業で
こぼれた食材が十分にふき
取られていないことなどが
あります。



＊アトピー性皮膚炎の基礎知識については、環境再生保全機構パンフレット
　「ぜん息悪化予防のための小児アトピー性皮膚炎ハンドブック」で詳しく紹介しています。 6

　アトピー性皮膚炎のある児童・生徒がまず気をつけたいのは、
プールの授業です。とくに腰洗い槽の水に塩素がたくさん入っ
ているため、プールの前後はシャワーを十分に浴びてきれいに洗
い流しましょう。アトピー性皮膚炎の症状が強い場合は、腰洗い
槽には入らないことも考える必要があります。プールがある日は
朝、家を出るときに保湿剤をいつもよりしっかり塗っておくこと
で、塩素の刺激を和らげることができます。また、目の周りは症
状が出やすいのでゴーグルをさせてもらう依頼をするのもよいで
しょう。
　保健室にシャワー設備のある学校では、汗をかいた後や体育の
後などに利用させてもらいましょう。シャワーがない場合は、濡
れタオルでふき取るだけでも効果があります。その後、ステロイ
ド剤や保湿剤を塗り、着替えることで症状の悪化を防ぐことがで
きます。
　

アトピー性皮膚炎
の場合

● 

学
校
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
安
全
を

　 
最
優
先
に
し
た
「
完
全
除
去
」
が
基
本

　
学
校
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
児
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
給

食
で
は
原
因
食
物
を
一
切
提
供
し
な
い

「
完
全
除
去
」
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
合
わ
せ
た
個
別
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
と
、
調
理
か
ら
配
膳
ま
で
煩
雑
と
な
り

事
故
が
起
こ
る
確
率
が
高
ま
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
、「
除
去
は
完
全
に
行
う
こ
と
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

● 

保
護
者
も
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の

　 

安
全
を
第
一
に
考
え
て
協
力
を

　
保
育
所
で
は
個
別
に
き
め
細
か
な
対
応

を
受
け
て
い
た
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
学
校
給
食
は
大
量
調
理

で
あ
る
こ
と
や
、
担
任
の
先
生
が
一
人
で

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
児
童
、
生
徒
数
が

多
い
こ
と
な
ど
、
保
育
所
と
は
違
う
事
情

が
あ
り
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
環
境
や
学
校

の
対
応
能
力
が
あ
る
場
合
は
、
個
別
の
対

応
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
学
校
で
は
原
因
食
物
を
食
べ
さ
せ

な
い
「
完
全
除
去
」
が
あ
く
ま
で
も
基
本

で
、
完
全
に
除
去
し
た
う
え
で
除
い
た
分

を
代
替
す
る
「
代
替
食
」
が
理
想
的
な
ス

タ
イ
ル
で
す
。
代
替
が
困
難
な
場
合
は
、

弁
当
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
集
団
生
活
の
中
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児
の
安
全
を
最
優

先
に
考
え
た
方
法
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を

さ
れ
、
学
校
と
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

給食の対応

隣の席の子が牛乳パッ
クを強く握りすぎて牛
乳が飛び、子どもにか
かって症状が出てしま
いました。

原因食物に触れて強い症状が
出てしまうような場合、先生
からクラスメイトにそのこと
を伝えておいてもらいましょ
う。また、かかった場合はす
ぐに流水で洗い流しましょう。

こんな場面にも注意！

・汗をかいても先生に言い出せない
・友達の前で薬を塗るのがはずかしい
薬を塗る場合は別室で塗らせてもらうなどの
配慮を学校にお願いしておきましょう。

体育の後や校外学習のとき

プールの授業や発汗後の処置
などの配慮をお願いする今井先生からのアドバイス
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ひと昔前は、食物アレルギーでは原因食物を
一生除去、ぜん息やアトピー性皮膚炎は体質
だから、とあきらめてしまう方が多くいまし
た。しかし、今ではぜん息やアトピー性皮膚
炎は症状をコントロールできるようになり、
食物アレルギーでは必要最小限の除去が基本
となっています。保護者と学校関係者が力を
あわせ、アレルギー児を支えながら楽しい学
校生活を送れるよういい協力体制を作り、ア
レルギー児がアレルギー疾患を克服できる日
を目指していきましょう。

学校におけるアレルギー対応は追い風が吹
いており、充実の方向に向かっています。し
かし、まだ地域差や学校ごとの温度差が大
きいのが現状です。状況を変えるためには、
保護者は正しい知識を学び、アレルギー対
応を学校に任せるのではなく、地域医療と
ともに手をたずさえて、皆で充実させてい
く気持ちを持つことが必要です。お子さん
が楽しくて安心できる学校生活が送れるよ
うに、意識を変えて皆で頑張っていきましょ
う。

1996年東京慈恵医科大学医学部卒業後、昭和大学医学部小児科学講座入局。2004年
独立行政法人国立病院機構相模原病院小児科、11年同病院小児科医長に。12年より現職。

●昭和大学医学部小児科学講座講師今井孝成（いまい・たかのり）先生 ●NPO法人アレルギーを考える母の会
代　　表　園部まり子（そのべ・まりこ）さん
事務局長　長岡徹（ながおか・とおる）さん

お話をうかがった先生 読者へのメッセージ 読者へのメッセージ

　

保
護
者
と
の
面
談
後
、
学
校
は
「
ア
レ
ル

ギ
ー
児
の
安
全
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を
第
一
に
考
え
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応
を
決

定
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
学
校
側
の
体
制
な

ど
に
よ
り
、
保
護
者
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
か
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ま
せ
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り
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こ
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取
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追
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。
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れ
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。
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。

　

保
護
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も
学
校
職
員
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医
療
の
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門
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で
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あ
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ま
せ
ん
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力
し
合
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー

児
を
支
え
て
い
く
、
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

取
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学
校
と
の
上
手
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
に

［特集］入学・進学のときに知っておきたいこと

小児アレルギーエデュケーター／本誌編集委員　益子育代先生からのアドバイス

【アレルギー児の保護者の方へ】　小学校入学前に、家庭で準備しておきたいこと
　小学校入学は、子どもの自立をうながす大きなきっかけです。新しいランドセルで教科書を持って、自分で歩いて
学校に行くという環境の変化から、子ども自身も「今までと違う」という意識を持つようになるからです。
　学校という集団生活の中では、アレルギー児への配慮を多く先生方に求めることはできません。ランドセルを買っ
て「１年生になる」という気持ちを子どもが持ち始めたときから入学に備え、以下のようなことについて家庭で話し
合い、子どもが少しずつでも自分のことは自分でできるように準備しておきましょう。

　● 学校で症状が出てしまったときはどうする？
　　 まずは、まっさきに「大人を呼ぶ」「友達に言う」ことを覚えさせましょう。
　● 病気のこと（自分にはどんな病気があるのか）、使っている薬の名前を言える？
　● 保護者の連絡先がわかる？
　　 電話番号を覚えていなくても「どこに書いてあるか」わかるようにしましょう。
　＊学校との面談時、子どもが上記のようなことをどう自覚しているのか、学校に説明をしておきましょう。

【学校の先生方へ】　クラスメイトへの上手な伝え方
　アレルギー疾患のある児童がクラスにいる場合、「この子にはアレルギーがあるから見守ってください」という言い
方をすると「どうしてこの子だけのために？」と疑問に感じる児童も出てくるおそれがあります。また、小学生にな
ると本人も「なぜ自分だけ違うの？」と自覚し始めます。
　そこで「この子は特別だから」ではなく、目の悪い子もいれば、背が低い子もいるし、かけっこが遅い子もいれば、
くつのひもを結べない子もいる……など、みんなそれぞれ得意なことも苦手なことも違うんだと説明し、「お互いに困っ
ている子がいたら手伝ってあげましょう」という伝え方をしてみてください。
　思いやりの心が育つと、アレルギー疾患のある子どももクラスメイトに助けられたり、助けたりし合えます。

友だちに助けてもらったとき
「ありがとう」を
言うのも忘れずに。



知っておきたい
食物アレルギーの
診断と

検査の方法

　食物アレルギーの治
療においては、

「自分で原因食物を判
断して除去する

のではなく、検査によ
り正しく診断し

たうえで、原因食物を
確定させ、不必

要な除去はしないこと
」が大切です。

　そこで今回は、原
因食物を正しく

知るための検査方法
や診断方法につ

いて、藤田保健衛生大
学医学部客員

教授 宇理須厚雄先生
のお話をもとに

まとめました。

医療
トピックス
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●
原
因
食
物
を
正
し
く
確
定
さ
せ
る
た
め
に

「必要最小限の除去」の考え方

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

ま
ず
は
病
院
で
診
察
を
受
け
、
正
し
い

手
順
で
検
査
を
受
け
て
、
医
師
の
正
し

い
診
断
の
も
と
に
、
原
因
食
物
を
確
定

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
に
お
い
て
は
、

基
本
的
に
「
食
べ
る
と
症
状
が
出
る
」

原
因
食
物
だ
け
を
除
去
し
ま
す
。
心
配

だ
か
ら
、
怪
し
い
か
ら
、
あ
る
い
は
血

液
検
査
の
結
果
が
陽
性
だ
か
ら
と
自
己

判
断
で
除
去
す
る
こ
と
を
決
め
て
し
ま

う
と
、
食
べ
ら
れ
る
食
物
ま
で
除
去
し

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
正
し
い
診
断
に
基
づ
き
、

原
因
食
物
で
あ
っ
て
も
食
べ
ら
れ
る
範

囲
ま
で
は
食
べ
る
「
必
要
最
小
限
の
除

去
」
と
い
う
考
え
方
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
（
下
記
参
照
）。
除
去
す
る
食
物

が
あ
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
栄
養
面
、

健
康
面
だ
け
で
な
く
、
家
族
に
と
っ
て

も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
正
し
い
診
断
を
受
け
て
、
必
要
以
上

に
除
去
す
る
食
物
を
増
や
す
こ
と
な
く
、

Q
O
L（
生
活
の
質
）
を
低
下
さ
せ
な

い
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

○症状が出る食物だけを除去する
　除去しなければならないのは、あくまでも「食べると
アレルギー症状が出る」原因食物だけです。

○原因食物でも“食べても症状が出ない範囲”
　までは食べてもよい
　症状が出る食物であっても、
加熱・加工によって食べられる
ものや、少量なら食べられるこ
とがあります。（P.12参照）

必要最小限の除去を実践するためにも、
正しい診断を受けましょう。



知っておきたい
食物アレルギーの
診断と

検査の方法

　食物アレルギーの治
療においては、

「自分で原因食物を判
断して除去する

のではなく、検査によ
り正しく診断し

たうえで、原因食物を
確定させ、不必

要な除去はしないこと
」が大切です。

　そこで今回は、原
因食物を正しく

知るための検査方法
や診断方法につ

いて、藤田保健衛生大
学医学部客員

教授 宇理須厚雄先生
のお話をもとに

まとめました。

医療
トピックス
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問診

除去試験

症状が出たときに何をどれくらい食べたか、どんな症状が現
れたかなどを、医師が患者さんから聞き取ります。

原因と考えられる食物に対する IgE 抗体※1 を調べるための
検査です。原因食物である可能性を示すことができます。

疑わしい原因食物を除去し、症状が
出なくなるかどうか確認する試験です。
また、乳児でアトピー性皮膚炎（下
コラム参照）がある場合、アトピー
性皮膚炎の原因に食物が関連してい
るのかどうかを調べるために行われ
ることもあります。

1

食物経口負荷試験3

血液検査・皮膚試験2
くわしくは▶P.10

くわしくは▶P.11

原因と考えられる食物を実際に食べてみて、症状が出るかどうかを
調べる検査です。
原因食物は何か、またそれをどの程度食
べられるのか、確定することができます。

くわしくは▶P.12

診断確定4

※2

※1： IgE 抗体は、免疫グロブリン（Ig）という血液中に含ま
れるタンパク質の一種です。Ig には、IgA、IgM、 IgG
などがありますが、アレルギーの発症に深く関係してい
るのが IgE です。通常、IgE は体内に微量しか存在し
ませんが、アレルギーを引き起こす原因となるアレルゲ
ンが体内に入ってくると、そのアレルゲンに合った IgE
抗体（抗原特異的 IgE 抗体）が多く産生されます。

確定診断
のための
検査

診断を
補助する
検査

●
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー  

診
断
確
定
ま
で
の
流
れ
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
食
物
は
、
左
記
の
よ
う
な
流
れ
で
確
定
さ
れ
ま
す
。

　乳児でアトピー性皮膚炎がある場合、検査を受けないで食物が原因であると判断してしまうのは正しくありません。
　アトピー性皮膚炎は必ずしも食物アレルギーが原因ではなく、スキンケアを行うことで症状が改善することがあり、
その場合は食物を除去する必要はありません。スキンケアだけで症状が改善しない場合には、「食物アレルギーが関与
する乳児アトピー性皮膚炎」の可能性があるため、必要に応じて除去試験や血液検査・皮膚試験、食物経口負荷試験
を行い、原因食物を確定させます。ただし、その場合でも肌のバリア機能を保持するために、必ずスキンケアを継続
する必要があります。

（アトピー性皮膚炎のスキンケアについては「すこやかライフ 43号　医療トピックス」をご覧ください。）

アトピー性皮膚炎がある乳児の場合、まずはスキンケアをコ ラ ム

※2：�問診で原因食物と症状の因果関係が明らかな場合や、血液検査（食
品に対する IgE 抗体）の数値が高い場合には、食物経口負荷試験
を行わずに、原因食物を確定させることもあります。
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問　診

1

　症状が現れる時間が食べてから2時間
以内の場合「即時型アレルギー」、それ
以降の場合「非即時型アレルギー」と呼
びます。ほとんどの食物アレルギーは即
時型です。重症でなければ、症状は半日
以内に消えます。
　食べてから症状が現れるまでの時間や症状の持続時間は、
食物アレルギーのタイプを知るうえで重要な手がかりになり
ます。

食べてから発症までの時間、
症状の持続時間

問診は、原因食物を確定す
るためのもっとも大切な過程
です。ここに挙げた項目を
参考に、患者さんの側から
できるだけ詳しく医師に伝え
ましょう。
食べたものを記録しておく

「食物日誌」をつけておくと、
診断に役立つことがあります。

問診の際、医師に伝えたいポイント

　症状が出たとき一緒に食べた（触っ
た、吸い込んだ　　）ものすべてを伝
えましょう。食物の種類だけでなく、
調理方法（加熱・非加熱など）も伝
えます。加工食品の場合は、食品の
パッケージを持参し、書かれている
食品表示を見てもらうことも役立ち
ます。

　アレルギー症状の程度は食物に含
まれるタンパク質の量に比例します。
どのくらい食べたか、できるだけ正
確な量を伝えましょう。

どれだけ食べたか

同じような症状が出た
ことはあるか

●皮膚症状（じんま疹、赤い発疹、かゆみ、
むくみなど）

●消化器症状（おう吐、腹痛、下痢）
●気道症状（せき、ぜん鳴、呼吸困難）
●口腔粘膜症状（口腔、舌、口唇の違和感

や腫れ）
●全身症状（ぐずり、ぐったり）

※3：食物アレルギーの症状は、食べた時だ
けではなく、皮膚や口腔内・眼などの粘膜へ
の接触や、吸入、注射などでも出ることがあ
ります。

　同じような食品を食べたときに、
毎回同じような症状が出ることは、
原因食物を決定するうえで重要な情
報になります。

　さまざまな症状が出現し、同時に
複数の症状が出現することもありま
す。

症状の特徴

カステラを食べ
てから5分後
くらいに症状
が出ましたが、
しばらくすると
おさまりました

皮膚に赤いブツブツ
ができてかゆくて困る
と訴えました

卵アレルギーが
疑われますね。
検査をしましょう

牛乳はコップ
1杯。カステラ
はひと口食べ
てもういらない、
といいました

牛乳はいつも飲ん
でいて、うどんを食
べても症状は出ま
せん。卵ボーロを
食べたときに、同じ
ような症状が出
たことがあるので、
卵は食べさせてい
ませんでした

何を食べたか
（触った、吸い込んだか）

※3

カステラを食べて
牛乳を飲みました

例
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血液検査・
皮膚試験
　

2

　最近、インターネットや雑誌・新聞で、食物に対する「抗原特異的 IgG抗体検査（遅延型アレルギー検査）」が食物
アレルギーの診断に有用であるという情報が多く見られるようになりました。しかし、IgG抗体は食物アレルギーの
ない人にも存在する抗体で、上記の血液検査で行われる IgE 抗体検査とは異なります。抗原特異的 IgG抗体検査で「陽
性」の食物をすべて除去すると、食物アレルギーの原因ではない食物まで除去することになり、栄養障害や健康被害
を招くおそれもあります。日本小児アレルギー学会は“抗原特異的 IgG抗体検査を食物アレルギーの原因食物の診断
法として推奨しない”という見解を述べています。また、抗原特異的 IgG抗体検査は保険適用でない高額な検査です。
　食物アレルギーの診断を受ける際は、アレルギーに精通した医師に相談し、正しい診断を受けるようにしてください。

「抗原特異的IgG（アイ・ジー・ジー）抗体検査」には注意しましょう

　食物の中にはさまざまな種類のタンパク質が含まれています。その中でもとくに、アレルギーの原因（アレルゲン）
となりやすい特定のタンパク質を「アレルゲンコンポーネント」と呼びます。
　この「アレルゲンコンポーネント」に対する特異的 IgE 抗体の値を測定する検査を「アレルゲンコンポーネント検査」
といい、最近実用化が進んでいます。
　「アレルゲンコンポーネント検査」を行うことで、その食物を食べたときに症状が出るかどうかを予測しやすくなり、
より正確な食物アレルギー診断の一助となると考えられています。現在は、卵、小麦、牛乳、ピーナッツに対するア
レルゲンコンポーネント検査が保険適用されており、今後のさらなる実用化が期待されています。

実用化が進むアレルゲンコンポーネント検査コ ラ ム

ランパクのク
ラスが6です
から、鶏卵を
食べるとアレ
ルギー症状が
起きる可能性
が非常に高く
なります。

　原因食物ごとに測定値が
0～6にクラス分けして表示
され、クラスが高いほどア
レルギー症状が起きやすい
と考えられます。

アレルゲンごとの特異的
IgE抗体の量です。

ランパク
ギュウニュウ
コムギ
ダイズ
コメ

検査項目 クラス
6
3
2
1
0

100以上
15.2
1.24
0.38
0.35未満

測定値（UA/mL）

クラス

6
5
4
3
2
1
0

100＜
50～99.9
17.5～49.9
3.5～17.4
0.7～3.4
0.35～0.69
＜0.34

測定値（UA/mL)

〈血液検査結果の見方〉 〈結果例〉クラス分けと測定値

　鶏卵には「オボムコイド」と「オボアルブミン」というタンパク質が含まれており、「オボムコイド」は熱に強く「オボアルブミン」
は熱に弱いという特徴があります。
　現在、「オボムコイド」に対するアレルゲンコンポーネント検査が行われています。鶏卵に対する特異的 IgE 抗体が陽性でも、
オボムコイドに対する抗体価が陰性だった場合、加熱した鶏卵であれば、食べることができる可能性が高くなります。

●アレルゲンコンポーネント検査の活用例
（▶さらに詳しくは別添の「基礎用語」をご覧ください。）

　
血
液
検
査
は
、
血
液
中
の
原
因
食
物

に
対
す
る
「
抗
原
特
異
的
I
g
E
抗

体
」
の
量
を
測
定
す
る
検
査
で
す
。
た

だ
し
、
血
液
検
査
で
食
物
抗
原
特
異
的

I
g
E
抗
体
が
検
出
さ
れ
て
も
、
食

べ
た
と
き
に
症
状
が
出
な
け
れ
ば
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
診
断
さ
れ
ず
、
そ
の

食
物
を
除
去
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

診
断
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
食
物

経
口
負
荷
試
験
（
P
．
12
参
照
）
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
血
液
検
査
の
結

果
で
確
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
皮
膚
試
験
は
、血
液
検
査
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
食
物
が
原
因
と
し
て
疑

わ
れ
る
場
合
や
、野
菜
や
果
物
が
原
因

食
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
有

用
で
す
。



12

食物経口
負荷試験

3
　
実
際
に
、
原
因
と
考
え
ら
れ
る
食
物

を
食
べ
て
、
症
状
が
現
れ
る
か
を
確
認

す
る
検
査
で
す
。
こ
の
検
査
で
原
因
食

物
を
確
定
さ
せ
、
除
去
の
程
度
（
完
全

に
除
去
す
る
の
か
、
食
べ
ら
れ
る
量
ま

で
食
べ
て
よ
い
の
か
）
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
す
で
に
原
因
食
物
が
確
定
し
、
除
去

を
続
け
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

食
べ
ら
れ
る
量
が
増
え
て
い
る
か
、
原

因
食
物
を
完
全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
（
耐
性
を
獲
得
で
き
て
い
る

か
）
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

◦ これまで完全に除去していた食物をはじめて食
べさせてみたいとき

◦ 食物アレルギーの症状が出て1年以上経過して
いる場合

◦  入園、入学を控えて正確な診断をしたいとき
◦  抗原特異的IgE抗体の値が明らかに低下傾向を

示しているとき
◦  誤食をしても症状が出ない経験をしたとき

　食物経口負荷試験は、救急体制の整った病院で、医師の監視のもとに行われる検査です。家庭で自分の判断では絶
対に行わないようにしましょう。一定の基準を満たした施設での試験は、保険適用となっています。全国の主要な実
施施設は、食物アレルギー研究会のホームページで検索することができます。

食物経口負荷試験は、絶対に家庭ではできません

http://www.foodallergy.jp/

　アレルゲンとなるのは食物の中に含まれて
いるタンパク質です。食物経口負荷試験で食
べられる量が決定した場合は、その食物中の
タンパク質含有量を知ることで、さまざまな
加工食品に応用することができます。
　たとえば、牛乳を100ml 飲めるようになっ
た場合、そこに含まれるタンパク質含有量を
知ることで、他の加工食品をどのくらい食べ
ることができるかがわかり、食べられる加工
食品の範囲が広がります。
　ただし、同じ食物でも加工の仕方によって、
アレルゲンの強さが異なることもあります。
最初は、安全に食べることができると予想さ
れる量よりも、少ない量から始めるほうがよ
いとされています。
　病院の栄養士など専門スタッフに指導を受
け、食べることができる加工食品の種類を広
げていきましょう。

　
こ
の
よ
う
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原

因
食
物
は
、
問
診
か
ら
血
液
検
査
、
食

物
経
口
負
荷
試
験
と
い
う
正
し
い
手
順

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、

確
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
食
物
経
口
負
荷
試
験
の
結
果
が
陽
性

で
あ
っ
て
も
、
食
べ
て
も
症
状
が
出
な

い
量
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
超

え
な
い
範
囲
で
摂
取
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
原
因
食
物
を
完
全
に

除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
、
発
酵
や
高

温
高
圧
加
工
、
加
熱
調
理
な
ど
に
よ
っ

て
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
化
し
た
食
品
は
、
食

べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
大
豆
ア
レ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
て
も
、

醸
造
に
よ
っ
て
タ
ン
パ
ク
質
が
分
解
さ

れ
る
し
ょ
う
油
や
み
そ
は
、
食
べ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
必
要
最
小
限

の
除
去
を
実
践
す
る
際
に
は
、
自
分
の

判
断
だ
け
で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
必

ず
医
師
や
栄
養
士
の
指
導
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
必
要
最
小
限
の
除
去
を
実
践
す
る
た
め
に

タンパク質含有量を知って、
食べられる加工食品を

増やしましょう
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　食物アレルギーの治療は「必要最小限の除去」が基本となってきました。その
ためには正確な原因食品の同定が必要であり、正確な原因食物を同定するために
は、正しい方法で診断を受けることが重要です。また、検査の数値だけを見るの
ではなく、その結果をどう評価すればよいのかが大事になります。患者さんやご
家族の方の負担が減り、QOLが向上する治療法を選択できるよう、主治医の先生
とよく相談しながら治療を進めてください。

1974年名古屋大学医学部卒業。79年トヨタ病院小児科、83年米国食品医薬品局（FDA）留学、86年名古屋大学
医学部小児科学講座文部教官助手、藤田学園保健衛生大学医学部講師、95年藤田保健衛生大学医学部助教授、同大
学坂文種報徳會病院小児科担当を経て、2004年から坂文種報徳會病院小児科教授に。14年から現職。

●藤田保健衛生大学医学部　客員教授
宇理須厚雄（うりす・あつお）先生

お話をうかがった先生 読者へのメッセージ

　食物アレルギーの原因である食物が、少しでも食べられるようであれば積極的に食べて、徐々に食べる量を増やし
ていく「経口免疫療法」という治療法があります。しかし、この治療法は現時点では専門医により研究的に行われて
いる治療法であり、“食物アレルギー診療ガイドライン 2012（2011年日本小児アレルギー学会食物アレルギー委員
会作成）”でも「一般診療の場において行うことは推奨しない」とされています。
　経口免疫療法については、アレルギーに精通した専門の医師に相談してください。

食物アレルギーの経口免疫療法についてコ ラ ム

●
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
見
直
す
こ
と
が
大
事

　
乳
児
か
ら
幼
児
早
期
の
即
時
型
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
成
長
と
と
も
に
症
状

が
出
な
く
な
り
、
原
因
食
物
を
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
耐
性
獲
得
（
ア
ウ
ト

グ
ロ
ー
）
し
や
す
い
病
気
で
す
。
一
般

に
、
鶏
卵
、
牛
乳
、
小
麦
、
大
豆
は
耐

性
獲
得
し
や
す
い
食
物
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
原
因
食
物
が
確
定
し
、

除
去
の
程
度
が
決
定
し
て
も
、
い
つ
ま

で
も
そ
の
ま
ま
の
除
去
を
続
け
る
の
で

は
な
く
、
半
年
か
ら
1
年
ご
と
に
繰

り
返
し
検
査
を
受
け
、
原
因
食
物
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
見

直
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
一
度
の
診
断
で
い
つ
ま
で
も
原
因
食

物
の
除
去
を
続
け
る
の
は
、
保
護
者
の

負
担
に
も
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り
も
子

ど
も
の
Q
O
L
低
下
や
豊
か
な
食
生
活

の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
く

に
入
園
・
入
学
な
ど
集
団
生
活
を
始
め

る
際
に
は
検
査
を
受
け
、
食
べ
ら
れ
る

も
の
を
見
直
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
特
集
参
照
）

「保育所における食物アレ
ルギーに関する全国調査」

（日本保育園保健協議会、
平成21年）から引用0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

10.0%

8.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%

●食物アレルギーの有病率（年齢別）

年齢とともに
有病率は低下
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2
0
0
4
年
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
「
リ
ハ
ビ

リ
」
と
い
う

）
科
を
開
設
し

て
以
来
、
須
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

「
チ
ー
ム
も
り
お
か
」
の
連
携
体
制

の
中
で
訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
16
人
の
リ

ハ
ビ
リ
科
ス
タ
ッ
フ（
理
学
療
法
士

10
人
、
作
業
療
法
士
5
人
、
言
語

聴
覚
士
1
人
）が
、
約
80
人
の
在
宅

患
者
さ
ん
に
、
訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
も
り
お
か
」
と
は
、
盛

岡
市
と
近
郊
市
町
村
の
医
療
機
関
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
、

歯
科
診
療
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
行
政
関
係

者
も
加
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
。

互
い
に
密
接
に
連
携
し
て
在
宅
患
者

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
厚
生

労
働
省
が
提
唱
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
先
取
り
す
る
も
の

と
し
て
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

　　
C
O
P
D
は
薬
な
ど
に
よ
る
治
療

に
加
え
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す

る
こ
と
で
Q
O
L
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
リ
ハ
ビ
リ
科
を
開

設
し
た
04
年
以
前
、
盛
岡
地
区
に
は

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
施
設
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
病
院
で
入
院
治
療
を
終

え
自
宅
に
戻
っ
た
C
O
P
D
患
者

さ
ん
は
、
継
続
し
た
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。

　
そ
こ
で
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
呼

吸
リ
ハ
ビ
リ
は
、
こ
う
し
た
在
宅
の

C
O
P
D
患
者
さ
ん
を
主
な
対
象

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
開
始
後
し

ば
ら
く
は
、
軽
症
〜
中
等
症
の
患
者

さ
ん
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ

数
年
は
、
重
症
の
患
者
さ
ん
が
増
え

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
科

科
長
の
中
田
隆
文
さ
ん
は
、
現
状
を

こ
う
分
析
し
ま
す
。「
外
来
で
呼
吸

リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
施
設
が
増
え

地
域
連
携
体
制
の
中
で

訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

リ
ハ
ビ
リ
は
軽
負
荷
の
運
動
と

排
痰
法
や
呼
吸
法
な
ど
が
中
心

　

　訪問呼吸リハビリテーションは、COPD
（慢性閉塞性肺疾患）、肺結核後遺症、間
質性肺炎、肺がん、ALS（筋萎縮性側索硬
化症）などにより慢性呼吸不全が重症化
し、通院や通所が困難になった方を対象
とするリハビリです。患者さんの症状を和
らげ、ADL（日常生活動作）と QOL（生
活の質）を向上させることが目的です。
　今回は、こうした訪問呼吸リハビリの内
容について、岩手県盛岡市の医療法人杉
の子会須藤内科クリニック（須藤守夫理事
長・院長）の取り組みを通して紹介します。

COPDの症状を少しでも和らげ
在宅の重症患者さんの
暮らしを「つくる」

訪問呼吸リハビリの取り組み
（須藤内科クリニック／岩手県盛岡市）
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て
き
て
、
通
院
で
き
る
患
者
さ
ん
は
、

そ
ち
ら
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
院
の
難
し

い
重
症
患
者
さ
ん
が
、
当
院
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
対
象
者
の
重
症
化
に
伴
い
、
リ
ハ

ビ
リ
の
内
容
も
筋
力
や
体
力
の
向
上

を
目
指
す
も
の
か
ら
、
軽
負
荷
の
運

動
と
、
排
痰
法
や
呼
吸
法
な
ど
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
中
心
へ
と
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
（
資
料
1
参
照
）。

　

患
者
さ
ん
の
様
子
を
正
確
に
評

価
・
判
断
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
依
頼
元

で
あ
る
主
治
医
な
ど
に
レ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
も
、
訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
の

重
要
な
役
割
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
薬
の
効
果
が
十
分
に

出
て
い
な
い
と
見
え
た
ら
、
吸
入
や

服
用
の
仕
方
を
観
察
し
、
そ
の
様
子

を
主
治
医
や
、
処
方
せ
ん
を
受
け
た

薬
局
に
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
情
報
が
、

主
治
医
や
薬
局
の
薬
剤
師
に
よ
る
再

　息切れが強くなると、歩行練習も難しくな
ります。
　その場合、室内でできる軽い体操などのビ
デオやDVDを活用するのも良いでしょう。
　それすら難しい場合は、市販の器具を用い
た足つぼマッサージ、青竹踏みを座ったまま
やってみてください。それでも筋力アップの
効果はあります。できることを少しずつで良
いので、「続けられる運動」を試してみること
が大切です。

＊座って運動することのメリット
　座ったり横になると、立っている時に比べ、体幹が
安定するので、運動しやすくなります。また、立って
いることで腹筋など呼吸に必要な筋肉が使われてしま
います。座ったり横になれば、そういった筋肉すべて
を呼吸に使うことにでき、運動しやすくなるのです。

在
宅
患
者
さ
ん
の
様
子
を

正
確
に
主
治
医
に
レ
ポ
ー
ト

指
導
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
そ
う

で
す
。
対
象
者
が
在
宅
酸
素
療
法
や

在
宅
人
工
呼
吸
療
法
利
用
者
の
場
合

は
、
機
器
の
使
用
状
況
な
ど
も
主
治

医
に
伝
え
ま
す
。

　
C
O
P
D
の
急
性
増
悪
を
防
ぐ
た

め
、
そ
の
引
き
金
と
な
る
症
状
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
も
非
常
に
大
切
で
す
。

と
く
に
、
下
痢
や
脱
水
な
ど
の
消
化

器
症
状
、
カ
ゼ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
、
心
不
全
は
要
注
意

と
の
こ
と
で
す
。《重症COPD患者さんの身体活動》

歩行練習も難しくなったら
座ったままできる運動を

訪問呼吸リハビリ
現場からのアドバイス①

〈重症度に応じた3段階〉
A. 軽い運動ができる場合

自宅の周囲など1日20分
間ほどの歩行練習をする。
スタッフは月2回程度訪
問して、一緒に歩きなが
ら歩数や速さ、息切れの
様子をチェックする。

B. 歩行練習が難しい場合
家の中でスタッフが付き添い、座ったり寝た
ままできる運動を実施（左記事参照）。

C.さらに重症度が高い場合
運動よりも、排痰法や呼吸法、呼吸介助など
のコンディショニングを優先する。息切れを
なくしていくことで、食事、睡眠、入浴、着
替えといった日常動作を少しでもスムーズに
行ってもらうことが、リハビリの主な目的に
なる。

須藤内科クリニック
訪問呼吸リハビリプログラム資料1

酸素ボンベを背負い、ス
タッフに付き添われて歩
行練習している患者さん

※呼吸リハビリについては、すこやかライフNo.42「現場レポート」
　もご覧ください。
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訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
で
、「
隠
れ

た
C
O
P
D
」
を
発
見
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す（
資
料
2
参
照
）。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
呼
吸
リ

ハ
ビ
リ
の
対
象
者
は
主
病
名
が

C
O
P
D
の
方
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
や
脳
卒
中
や
が
ん
な
ど
の
重

病
や
、
A
L
S（
筋き
ん

萎い
し
ゅ
く縮

性せ
い

側そ
く

索さ
く

硬こ
う

化か
し
ょ
う症
）と
い
っ
た
難
病
を
主
病
名
と

す
る
方
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

主
治
医
か
ら
は
、
そ
う
し
た
重

病
・
難
病
に
伴
っ
て
低
下
し
た
呼
吸

機
能
や
身
体
機
能
、
嚥え
ん

下げ

機
能
＊
の

改
善
を
目
的
に
訪
問
呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
の
依
頼
が
来
ま
す
が
、
中
に
は

C
O
P
D
を
併
発
し
て
い
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
予
め
主

治
医
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
し
て
は

じ
め
て
C
O
P
D
を
見
つ
け
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
誤ご

嚥え
ん
性せ
い
肺
炎
を
起
こ

隠
れ
た
C
O
P
D
を
発
見
し

生
活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ

　COPDの重症患者さんが、在宅での療養で注
意することは「食事」と「睡眠」です。
　入浴や身なりを整える�（洗顔・歯磨き・整髪・
爪切り・耳かき・ひげそり等）、着替えといっ
た動作は介護などのサポートを受ければできま
すが、食事と睡眠は介護を受けても改善しにく
いので、ご家族の方は、とくに気をつけましょう。

　
◆
食
事
は
普
通
に
と
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ひ
と

つ
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
…
…

「
お
腹
空
い
た
」
と
言
っ
て
食
べ
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
食
事
で
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
食
事
量

だ
け
で
は
な
く
、「
食
欲

が
あ
る
か
な
い
か
」
で
す
。

が
ま
ん
し
て
食
べ
て
い
る

の
と
、
本
当
に
空
腹
で
食

べ
て
い
る
の
と
で
は
、
元
気
さ
が
違
う
か
ら
で
す
。

　
た
と
え
1
日
2
食
で
も
、「
お
腹
が
空
い
た
」

の
一
言
が
あ
れ
ば
、
本
当
に
食
欲
が
あ
っ
て
食
べ

て
い
る
証
拠
で
す
。

◆
な
か
な
か
食
が
進
ま
な
い
場
合
は
？

興
味
の
あ
る
食
材
、
料
理
が
あ
れ
ば
、
多

少
、
偏
っ
た
食
事
で
も
構
い
ま
せ
ん

　
食
が
進
ま
な
い
場
合
は
、
食
事
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
何
よ

り
大
切
で
す
。

　
た
と
え
少
量
で
も
高
カ

ロ
リ
ー
の
食
事
に
す
る
・

食
事
の
回
数
を
増
や
す
な

ど
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

◆
ご
飯
ば
か
り
食
べ
て
お
か
ず
は
残
す
。
で
も
食

欲
は
あ
る
か
ら
大
丈
夫
か
な
？

ご
飯
（
炭
水
化
物
）
は
控
え
め
、お
か
ず
（
た

ん
ぱ
く
質
、
脂
質
）
は
多
め
に
し
て
く
だ
さ
い

　
C
O
P
D
の
患
者
さ

ん
で
は
、
二
酸
化
炭
素

を
排
出
す
る
能
力
が
落

ち
て
い
る
た
め
、
血
液

中
の
二
酸
化
炭
素
の
濃

度
が
高
く
な
り
、
血
液

が
酸
性
に
傾
き
ま
す
。
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補

給
し
、
血
液
中
の
二
酸
化
炭
素
が
増
え
な
い
よ
う

な
食
生
活
が
重
要
で
す
。

　
三
大
栄
養
素
（
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂

質
）
の
中
で
、
二
酸
化
炭
素
を
一
番
生
み
出
す
の

は
、
炭
水
化
物
で
す
。
ご
飯
な
ど
炭
水
化
物
を
控

え
め
に
し
、
お
か
ず
を
多
く
と
る
こ
と
で
、
タ
ン

パ
ク
質
や
脂
質
を
中
心
と
す
る
食
事
内
容
に
し
ま

し
ょ
う
。
タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉
を
つ
く
る
こ
と
に

も
役
立
ち
ま
す
。

◆
夜
、
あ
ま
り
眠
れ
な
い
よ
う
だ
け
ど
、
昼
間
に

寝
て
い
る
か
ら
安
心
？

あ
く
ま
で
も
、
夜
間
に
よ
く
眠
れ
て
い

る
か
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
リ
ハ
ビ
リ
に
は
夜
間
の

睡
眠
が
と
て
も
大
切
で
す
。

夜
の
間
に
身
体
が
休
ま
ら

な
い
と
日
中
の
活
動
が
制

限
さ
れ
、
体
力
が
低
下
し

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
「
日
中
に
眠
く
な
り
や
す
い
」「
気
が
つ
く
と
寝

て
い
る
」「
夜
間
に
何
度
も
目
が
覚
め
る
」
な
ど
、

睡
眠
に
関
す
る
変
化
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
主
治
医
の
先
生
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

《重症COPD患者さんの日常生活》
「食事」と「睡眠」に注意を

訪問呼吸リハビリ
現場からのアドバイス②

どう
する？

どう
する？

どう
する？

どう
する？ 食　

事

睡　
眠

＊食物を飲みくだす力のこと。
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開始時 3ヵ月 6ヵ月 9ヵ月 12ヵ月 18ヵ月 24ヵ月

点

し
た
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
で
、
主
治

医
か
ら
は
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
の
依

頼
が
あ
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
が
訪
問
し
調
べ
た
結
果
、
痰
が
多

い
こ
と
と
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
主
治
医

に
C
O
P
D
検
査
の
必
要
性
を
レ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
検
査
結
果
は
、

や
は
り
C
O
P
D
で
、
吸
入
薬
に

よ
る
治
療
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
食

べ
て
も
せ
き
を
し
た
り
む
せ
た
り

す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
普
通
に
食

事
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
C
O
P
D
を
見
逃
せ
ば
、
胃

ろ
う
＊
が
実
施
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の

Q
O
L
は
、
大
幅
に
低
下
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
訪
問
呼
吸
リ
ハ

ビ
リ
対
象
者
の
デ
ー
タ
か
ら
、
軽
負

荷
の
運
動
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

中
心
の
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
で
も
、
継
続

す
る
こ
と
で
、
A
D
L（
日
常
生
活

動
作
）
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
わ

リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す
る
こ
と
で

重
症
で
も
A
D
L
は
維
持
で
き
る

か
っ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。

　
「
重
症
の
患
者
さ
ん
の
症
状
を
少

し
で
も
和
ら
げ
て
、
患
者
さ
ん
の

日
々
の
暮
ら
し
を
“
つ
く
っ
て
”
い

く
の
が
、
私
た
ち
、
訪
問
呼
吸
リ
ハ

ビ
リ
の
仕
事
で
す
」
と
、
中
田
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

　
今
や
新
た
な
国
民
病
と
な
り
つ
つ

あ
る
C
O
P
D
で
す
が
、
予
防
と

同
時
に
、
重
症
化
し
て
し
ま
っ
た
患

者
さ
ん
に
対
す
る
き
め
の
細
か
い
サ

ポ
ー
ト
が
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
そ
う
で
す
。

1987年、岩手リハビリテーション学院理学
療法学科卒業。同年、盛岡友愛病院リハビ
リ科勤務。2004年より須藤内科クリニック
リハビリ科科長（現職）。内部障害専門理学
療法士、生活環境支援専門理学療法士、日
本呼吸ケア・リハビリテーション学会代議員。

●医療法人杉の子会 須藤内科クリニック
　リハビリテーション科 科長
中田 隆文（なかた・たかふみ）先生

お話をうかがった先生

COPDを見逃さないための判断ポイント
COPDを見逃さないためのポイント資料2

■せき・痰・息切れの判断
　せきや痰は比較的、呼吸器症状として気づきやすい
と思いますが、脳卒中後遺症などの障害があると、見
落としてしまう場合もあります。また息切れは、「年の
せい」と思ってしまいがちなので注意してください。
■せきと「むせ」の判断
　食事中の「むせ」は誤嚥に結びつく危険があるので、
早急に対応すべきです。
　しかし、食事中にせきを繰り返すことを、誤って「む
せ」と判断することもよくあります。せきは誤嚥の予
防に重要な役割を果たします。ただし、食事中のせき
が慢性的になると、これも誤嚥の原因になります。せ
きと「むせ」の判断が重要です。
■要介護度と COPD 重症度とのギャップ
　COPDは、重症度が高くても要介護度は低く認定さ
れる傾向があります。当クリニックのデータでも、要
介護1に認定された方の COPDは「重症」、要介護2で

「最重症」のケースがもっとも多くなっています。そし
て、これらの患者さんの予後は非常に悪いのです。
　ケアマネジャーの関心が COPDに向いていない場合、
訪問呼吸リハビリがケアプランに組み込まれないおそ
れがあります。ご家族の方も、重症の COPD 患者さん
でも、要支援や要介護1に認定されると油断されるよう
です。特に介護関係者の方には、（COPDとは逆に、要
介護度が高く判定される傾向がある）脳血管障害と同
様、COPDにも着目していただきたいところです。

＊須藤内科クリニックにおいて、2年間、訪問呼吸リハビリを実施できた17例
の平均値。

＊ ADL 評価法で「Barthel Index」を使用。食事、整容（身だしなみ全般）、排
泄、更衣、移動などの ADLを点数化し、すべて「自立」だと100点になる。

＊お腹に小さな穴をあけて、直接胃に栄養を入れる方法。口から食事がとれなかったり、
食べてもむせて肺炎を起こしやすい場合に行われる。

読者へのメッセージ

　COPD 患者さんに呼吸リハビリは有効で、息切れの軽減、
QOLの改善などの効果があります。呼吸リハビリは専門
的な医療機関で実施されますが、継続しないと効果が薄れ
てしまいます。通院が難しい患者さんは訪問リハビリとい
う方法があることを覚えておいてください。患者さんと協
同し、ご自宅でリハビリを実施することで生活をより良く
改善できる可能性があります。「もう治らない」とあきら
めず、主治医に相談しましょう。

図��須藤内科クリニック�
　���訪問呼吸リハビリ対象者のADL（日常生活動作）の推移
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四
日
市
市
は
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
立

地
に
よ
り
産
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
大
気
汚
染

な
ど
に
よ
る
公
害
が
発
生
し
、
多
く
の

方
が
ぜ
ん
息
で
苦
し
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
市
民
、
企
業
、
行

政
が
全
力
で
公
害
対
策
に
取
り
組
み
、

今
で
は
き
れ
い
な
空
気
を
取
り
戻
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ぜ
ん
息
治
療
の
進
歩
に
よ
っ

て
自
己
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
四
日
市
市
の
ぜ
ん
息
予

防
の
た
め
の
取
り
組
み
も
、
ぜ
ん
息
の

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
た
事
業
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
2
0
1
3

年
度
か
ら
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と

し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ・デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ぜ
ん
息
児
と
そ
の
保
護
者
が
ぜ
ん
息

の
正
し
い
知
識
や
自
己
管
理
方
法
を
習

得
し
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
プ
後
も
継
続
し

て
自
己
管
理
で
き
る
よ
う
、
四
日
市
市

環
境
保
全
課
と
国
立
病
院
機
構
三
重
病

院
の
藤
澤
隆
夫
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

医
師
、
国
立
大
学
法
人
三
重
大
学
の
運

動
療
法
や
小
児
看
護
学
が
専
門
の
指
導

員
が
中
心
と
な
り
、
全
4
回
の
コ
ー

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
効
果
的
な

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

親
と
子
そ
れ
ぞ
れ
が

ぜ
ん
息
に
つ
い
て
の
知
識
を

深
め
自
己
管
理
方
法
を
習
得

　
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
宿
泊
型
キ
ャ

ン
プ
に
比
べ
、「
日
程
上
、
参
加
し
や

す
い
」「
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
し
や
す

い
」「
短
い
時
間
で
効
率
的
に
学
習
で

き
る
」
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
四
日
市
市
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
場
合
、

こ
れ
ら
に
加
え
て
、「
期
間
を
空
け
て

継
続
的
に
指
導
で
き
る
」
な
ど
の
特
徴

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
P.

20
参
照
）。

　

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
当
日
、
子
ど
も
た

ち
は
体
験
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
ぜ

ん
息
自
己
管
理
の
重
要
性
や
運
動
の
楽

し
さ
を
実
感
し
、
保
護
者
は
医
師
の
講

演
や
座
談
会
で
ぜ
ん
息
に
つ
い
て
の
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
後
も
継
続
し
て

自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う

組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　ぜん息児が仲間と一緒に体験
学習やレクリエーションを通じて、
ぜん息の知識や自己管理の方法
を学び、ぜん息症状をコントロー
ルできるようになることを目的と
して、2014年7月～ 11月にかけ
て、三重県四日市市で全４回コー
スの「チャレンジ・デイキャンプ」
が行われました。今回は、この
四日市市デイキャンプの実施内
容や特徴について、ご紹介します。

三重県四日市市
地方公共団体事業レポート

▲ 自然の中で楽しく体を動かすウォークラリー。ポイントごとに「課題」をクリアしながら、
ゴールを目指す

▲細いストローと太いストロー
で風船を膨らませて、通常の
呼吸と発作時を比べる

ぜん息児のための
チャレンジ・
デイキャンプ

▶ウォークラリーの「課題」
の一つ、ぜん息に関する
クイズ
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日　時 場　所 内　容

1回目
7月19日（土）

事前評価
（13:00〜 16:30）

三重北勢健康増進センター
（ヘルスプラザ） 問診、呼吸機能測定、ピークフロー説明

2回目
7月27日（日）
デイキャンプ

１回目
（9:00〜 16:00）

四日市市
少年自然の家

ぜん息体験学習、レクリエーション、
医師による保護者学習会

ピークフロー測定、医師・小児アレルギー
エデュケーターとの個別面談

3回目
10月26日（日）

デイキャンプ
２回目

（9:00〜 16:00）

四日市市
少年自然の家

ぜん息学習、レクリエーション、
ウォークラリー、保護者座談会、

ピークフロー測定、医師・小児アレルギー
エデュケーターとの個別面談

4回目
11月29日（土）

事後評価
（13:00〜 16:30）

三重北勢健康増進センター
（ヘルスプラザ）

問診、呼吸機能測定、
医師・小児アレルギーエデュケーターに

よる結果説明、修了証書授与

●全4回のスケジュール（2014年）

■ぜん息の正しい自己管理方法を、
　体験を通して学ぶ
■学んだ自己管理を自宅で継続できる
■ぜん息コントロールと
　QOL（生活の質）、自己効力感、
　客観指標（検査結果）の改善

目　標

対　　象：四日市市内在住のぜん息をもつ小学1年生から6年生とその保護者

定　　員：20組（参加15組）

場　　所：三重北勢健康増進センター（ヘルスプラザ）〔事前評価・事後評価〕
　　　　　四日市市少年自然の家〔デイキャンプ 1回目・2回目〕

従 事 者：医師、看護師（小児アレルギーエデュケーター）、指導員、管理栄養士など

募集方法：四日市市広報掲載、四日市医師会、四日市薬剤師会に情報提供するほか、市内
の小学校にチラシを送付し養護教諭を通じて参加者を募る

四日市市チャレンジ・デイキャンプの実施内容

事前評価の様子。
トレッドミルで運動（右）。
その前後に、スパイロメータ
で呼吸機能を測る（下）
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　四日市市のデイキャンプは、まず、子どもたちのぜん息を客観的に評価することか
ら始めます。そして、自然の中での楽しい企画を通して、定期的な服薬や体力づくり、
環境整備などの大切さ、実行の仕方を具体的に学んでもらいます。年間を通じてのプ
ログラムなので、毎日の生活の中で続けることができるかどうかもきちんと評価して
いきます。「ぜん息があっても元気で活発な子」、これが私たちの目標です。このよう
な活動が全国に広がって、多くのぜん息児が参加できることを願っています。

●国立病院機構三重病院　藤澤隆夫先生からのメッセージ

　
事
前
・
事
後
評
価
で
は
呼
吸
機
能
を

評
価
す
る
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
運
動
負
荷
試
験
で
は
、
子
ど
も
自

身
も
運
動
の
前
後
で
肺
機
能
が
落
ち
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
た
り
、
保
護
者
が

気
づ
き
に
く
い
「
運
動
誘
発
ぜ
ん
息
」

の
有
無
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
1
回
目
で
は
、ピ
ー

ク
フ
ロ
ー
の
吹
き
方
や
ぜ
ん
息
日
誌
の

つ
け
方
、
な
ぜ
こ
れ
ら
が
必
要
か
を
ぜ

ん
息
児
が
体
験
を
通
し
て
学
び
、
自
己

管
理
の
目
標
を
立
て
ま
す
。

　

そ
の
後
、
2
回
目
の
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
ま
で
の
期
間
は
、
そ
の
目
標
に
取
り

組
む
こ
と
が
自
宅
で
の
宿
題
に
な
り
ま
す
。

2
回
目
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
目
標

を
ど
れ
く
ら
い
達
成
で
き
た
か
を
確
認
し
、

再
度
、
目
標
を
設
定
し
て
事
後
評
価
ま
で

取
り
組
む
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
期
間
を
空
け
て
自
宅
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
キ
ャ
ン
プ
後
の
自
己
管
理
継
続
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
保
護
者
か
ら
離
れ
、
同
じ
ぜ

ん
息
児
た
ち
と
ゲ
ー
ム
や
体
験
学
習
を
通

じ
て
触
れ
合
い
な
が
ら
、
自
己
管
理
に
対

す
る
自
立
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
護
者
は
、
医
師
の
講
演
や
個
別
面
談

で
治
療
や
自
己
管
理
の
必
要
性
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
病
状
を
詳
し
く

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
修
了
後
、
4
回
す
べ
て
に
出
席
し
た
児

童
に
「
修
了
証
書
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
こ
と

を
主
治
医
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
、
呼

吸
機
能
検
査
の
結
果
を
保
護
者
に
渡
し
ま

す
。
保
護
者
は
キ
ャ
ン
プ
期
間
中
に
つ
け

た
日
誌
や
検
査
結
果
を
主
治
医
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の
治
療
方
針
を

相
談
す
る
う
え
で
も
役
立
ち
ま
す
。

検
査
を
通
じ
て

現
在
の
ぜ
ん
息
の
状
態
を

把
握
し
て
も
ら
う

4
回
に
分
け
て
、

継
続
し
て
指
導

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
参
加
の
結
果
を

主
治
医
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

親
子
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

四日市市
チャレンジ・
デイキャンプ

の特徴

▲運動療法が専門の三重大学教育学部
　教授・冨樫健二先生。運動量とぜん息の
　関係を見るために、運動量を測るライフ
　コーダという機器を子どもに付けている
　ところ

デイキャンプ参加スタッフ（一部）
前列右から、三重病院・平山淳也医師、

三重県立総合医療センター・西森久史医師、
三重病院・長尾みづほ医師、三重病院・貝沼圭吾医師
後列右から、三重病院小児アレルギーエデュケーター、

三重大学医学部看護学科
准教授・村端真由美先生（4人目）、

四日市市環境保全課スタッフ

▲ライフコーダを付けて、
　レクリエーションを楽し
　む子どもたち
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5年生（女子）の保護者

　ピークフローについて親子で大切
さが理解できました。感覚だけでな
く数値で体調が確認できることがあ
りがたいと思いました。また、運動
誘発ぜん息があることがわかり、そ
れに対応した予防法を相談させてい
ただくこともできて、よかったです。

1年生（男子）の保護者

　デイキャンプに参加して、普段は元気にして
いるから大丈夫、と子どもの表面的な姿しか見
えていなかったことに気づきました。つらい思
いをするのは子どもなので、自分も子どもの気
持ちになってぜん息とうまく付き合っていける
よう努力していきたいと思いました。

5年生（男子）の保護者

　子どもがチラシを学校からも
らってきて、自分から参加した
いと言ってきました。普段から
服薬や吸入も自分からやってい
ますが、吸入の仕方については
雑になっていないか、点検した
いと思いました。

　
2
0
1
3
年
に
開
催
し
た
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
参
加

者
の
約
8
割
が
「
参
加
し
た
こ
と
で

ぜ
ん
息
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
う
回
答
を
し
て
い

る
と
と
も
に
、「
学
校
を
欠
席
す
る
回

　「子どもにぜん息の自己管理の必要性をわかってほしい」という
理由で参加を決めた保護者からの申込みが多かった一方、子ども
が自分から「行きたい」と希望した参加者もいました。

ぜ
ん
息
児
自
身
が

自
己
管
理
の
必
要
性
を
理
解

数
が
減
っ
た
」
と
い
う
回
答
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
自
身
の
自
己

効
力
感
（
自
己
管
理
へ
の
自
信
）
が
改

善
し
た
と
い
う
評
価
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
14
年
も
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
体
験
を
通

じ
て
ぜ
ん
息
児
自
身
が
自
己
管
理
の
必

要
性
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
声
が
多
く
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
効

果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

四日市市
チャレンジ・
デイキャンプ
参加者の声

　「四日市公害と環境未来館」は、四日市公害の歴史と教訓を
風化させることなく次世代に伝えるとともに、公害や環境問
題に対する四日市市の取り組みを国内外に広く情報発信する
ことを目的とした施設です。展示エリア・学習エリア・活動
エリアの3つで構成され、四日市の過去から現在までの歴史を
体感・体験できる資料館です。

2015年3月21日
「四日市公害と

環境未来館」
が開館

四日市公害と環境未来館 検索

http://www.city.yokkaichi.mie.jp/yokkaichikougai-kankyoumiraikan/

イメージCG

三重県四日市市安島一丁目3番16号 四日市市立博物館内
四日市市役所 環境保全課 四日市公害と環境未来館

☎(059)354-8065

所 在 地
問い合わせ

チャレンジ・デイキャンプに関するお問い合わせは、
四日市市 環境部 環境保全課 公害保健係 ☎(059)354-8278 まで
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「
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、

自
由
に
の
び
の
び
と
育
て
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か

ぼ
く
一
人
、
か
ら
だ
が
と
て

も
弱
か
っ
た
の
で
、
心
配
も

か
け
た
と
思
い
ま
す
。
季

節
の
変
わ
り
目
に
は
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
体
調
を
崩

し
、
幼
稚
園
に
は
半
分
も
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
扁
桃
腺

が
腫
れ
、
気
管
支
炎
に
な
り
、

重
症
化
し
て
肺
炎
と
い
う
パ

タ
ー
ン
で
し
た
ね
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
『
こ
ら
あ
か
ん

わ
、入
院
や
』
と
言
わ
れ
て
」

　
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

ボ
ロ
ボ
ロ
泣
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
後

も
入
退
院
を
く
り
返
し
た
。

そ
し
て
旅
行
か
ら
帰
っ
た
小

学
３
年
生
の
あ
る
晩
、
は
じ
め

て
ぜ
ん
息
発
作
を
経
験
し
た
。

　
「
夜
中
に
苦
し
く
て
目
覚

め
た
ら
、
息
が
で
き
な
い
ん

で
す
。
母
親
を
起
こ
し
て『
息

が
で
き
へ
ん
』
と
。
病
院
に

行
っ
た
ら
、
即
入
院
。
そ
の

日
か
ら
、
ぜ
ん
息
と
の
付
き

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
」

　
「
発
作
は
苦
し
く
て
と
て

も
つ
ら
か
っ
た
か
ら
、
気
持

ち
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。
一

方
で
大
阪
の
気
質
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ん
息
を

笑
い
の
ネ
タ
に
し
て
し
ま
う

部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
冗
談

め
か
し
て
『
発
作
が
…
…
』

と
言
っ
て
、
友
だ
ち
の
笑
い

を
誘
っ
た
り
、
吸
入
器
を
持

ち
歩
い
て
い
る
ぼ
く
っ
て
特

別
、
な
ん
て
思
っ
た
り
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
付
き
合
っ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　
小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、

ぜ
ん
息
発
作
が
少
な
く
な
り
、

日々の食事が、
成長期のこころとからだを
守ってくれていたのだなと
大人になってから分かりました
テレビや雑誌でおなじみの料理研究家、コウケンテツさん。
小さいころはからだが弱く、ぜん息発作に悩まされていた
のだそうです。
お母さんが「食」で支えてくれた小学生のときの思い出や、
ご自身が父親になってから気づいたことなどを話してくれました。

さん

コウ
ケンテツ

料理研究家

は
じ
め
て
の
入
院
、

ぜ
ん
息
発
作
、

幼
少
期
の
衝
撃
的
な

で
き
ご
と

発
作
は
苦
し
く
て

つ
ら
い
け
れ
ど

ネ
タ
に
し
て
明
る
く

向
き
合
っ
た
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コウケンテツさんの
メッセージ入りサイン色紙

プレゼントのお知らせ

６
年
生
の
と
き
、
主
治
医

に
「
も
う
通
院
し
な
く
て
大

丈
夫
」
と
言
わ
れ
た
。
以
来
、

発
作
は
一
度
も
な
い
。

　
「
ぜ
ん
息
発
作
が
起
こ
ら

な
く
な
っ
た
の
と
時
を
同
じ

く
し
て
、
か
ぜ
も
ひ
か
な
く

な
り
、
か
ら
だ
が
丈
夫
に

な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
今
思
え
ば
、
母
の
食
事

の
お
か
げ
だ
な
と
」

　
コ
ウ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は

料
理
研
究
家
の
李り

映え
い
り
ん林

さ

ん
。「
食
」
を
大
事
に
す
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う

コ
ウ
さ
ん
の
家
族
は
日
曜
日

の
朝
、
み
ん
な
で
キ
ッ
チ
ン

に
集
ま
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
と

食
事
を
作
る
の
が
恒
例
だ
っ

た
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
思

い
出
と
い
え
ば
、“
ぜ
ん
息
”

と
“
た
の
し
い
ご
は
ん
の
時

間
”」
と
コ
ウ
さ
ん
。

　
「
母
は
ぼ
く
に
何
を
食
べ

さ
せ
た
ら
元
気
に
な
る
か
を

常
に
考
え
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
ぜ
ん
息
発
作
で
苦
し
い

と
き
は
、
ス
ー
プ
や
お
か
ゆ
。

そ
し
て
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と

き
は
必
ず
サ
ム
ゲ
タ
ン
。
今

で
も
食
べ
た
ら
元
気
に
な
る

メ
ニ
ュ
ー
で
す
」

　
子
ど
も
の
毎
日
の
食
事
を

作
る
う
え
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
た
。

　
「
手
づ
く
り
の
料
理
が
健

康
に
よ
い
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
毎
日
は
難
し
い
で
す
よ

ね
。
便
利
な
加
工
食
品
も
上

手
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
週
1

回
な
ど
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で

定
期
的
に
手
づ
く
り
の
日
を

決
め
て
が
ん
ば
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
そ
ん
な
に
多

く
な
く
て
い
い
の
で
す
。
旬

小
学
生
時
代
の

思
い
出
は「
ぜ
ん
息
」と

「
休
日
に
家
族
で
作
っ
た

ご
は
ん
の
時
間
」

「
手
づ
く
り
料
理
の
日
」

を
決
め
て

旬
の
食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を

1974 年７月 14 日生まれ。大阪府出身。旬の素材を生
かした簡単でヘルシーなメニューを提案。テレビや雑誌、
講演会など多方面で活躍中。一男一女のパパでもあり、
自身の経験をもとに、親子の食育、男性の家事・育児参加、
食を通してのコミュニケーションを広げる活動に力を入
れている。著書は、『子どものまんぷくごはん』（家の光
協会）、『幸せの野菜ごはん』（文化出版局）、『弁当』（講
談社）、『コウケンテツのおやこ食堂』(白泉社 ) など多数。

〈ホームページ〉http://www.kohkentetsu.com/

　コウケンテツさんのメッセージ入りサイン
色紙をご希望の方は、添付ハガキのプレゼン
ト応募欄に印をつけ、住所・氏名を記入のうえ、
ご応募ください。WEB版すこやかライフから
もご応募いただけます。アンケートにお答え
いただいた方の中から抽選で 10名の方にプレ
ゼントいたします。ふるってご応募ください。
※応募締切は 2015 年 6 月 18 日（アンケー
トハガキの差出有効期限）です

コウケンテツ●こうけんてつ
P R O F I L E

の
食
材
を
ち
ょ
っ
と
取
り
入

れ
る
だ
け
で
ぐ
っ
と
栄
養
価

が
上
が
り
ま
す
」

　
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
旬
の
食
材
。

春
な
ら
菜
の
花
や
ア
ス
パ
ラ

な
ど
苦
み
が
あ
る
春
野
菜
が

お
す
す
め
だ
と
か
。

　
子
育
て
ま
っ
最
中
の
コ
ウ

さ
ん
は
、
ぜ
ん
息
児
の
パ
パ

で
も
あ
る
。
子
ど
も
の
ケ
ア

に
つ
い
て
も
話
し
て
く
れ
た
。

　
「
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
、

子
ど
も
の
世
話
も
流
れ
作
業

的
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
様

子
を
よ
く
み
て
、
状
態
の
変

ぼくも子
こ
どものころ、ぜん息

そく
でつらい思

おも
い

をしました。でも大
だい
丈
じょう
夫
ぶ
。毎

まい
日
にち
ちゃんとご

はんを食
た
べて、しっかり治

ち
療
りょう
すればきっと

治
なお
ります。ぜん息

そく
でつらい思

おも
いをしたみん

なは、人
ひと
の痛

いた
みのわかる素

す
敵
てき
な大

おとな
人になれ

ると思
おも
います。気

き
楽
らく
にやっていきましょうね。

ぜん息
そ く

のみんなへ！

化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
毎
日
、

子
ど
も
の
体
温
と
呼
吸
の
状

態
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
・
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど

い
と
き
・
一
番
し
ん
ど
い
と

き
の
呼
吸
の
し
か
た
を
知
っ

て
お
け
ば
、
重
症
化
す
る
前

に
対
応
で
き
ま
す
。『
こ
の

病
気
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の

だ
ろ
う
』
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。
で
も
治
療
法

は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い
る

の
で
、
明
る
い
気
持
ち
で
お

子
さ
ん
に
接
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」

WEB版すこやかライフでは、コウケンテツさんからの
応援メッセージを動画でご覧いただくことができます。



35
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

お便り・投稿をお待ちしています！

体
か
ら
の
S
O
S
を

見
逃
さ
な
い
！

　うれしかったこと、楽しかったこと、たいへんだったこと、困っていること、失敗談など、
ぜん息やCOPDの治療中に身の回りで起こったさまざまなできごとをみんなで話して、気分
をスッキリさせましょう！

　本誌に寄せられているぜん息&COPDに関
するさまざまな悩みや疑問に、編集委員の先
生方がわかりやすくお答えします。

回答はWEB版すこやかライフに掲載します。WEB版
すこやかライフは、4月下旬ごろ更新の予定です。

　「読者の広場」は、みなさんのページです。
　みなさんからのアンケートハガキ
やお便りを紹介していきたいと思い
ますので、ハガキ、封書、FAX等何
でもOKです。お便り・投稿をお待
ちしています。

　以
前
よ
り
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

と
く
に
季
節
の
変
わ
り
目
に
無
理
を

し
た
り
体
調
を
崩
す
と
、
就
寝
直
後

に
ぜ
ん
息
の
発
作
が
出
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
は
、
体
か
ら
の
S
O
S
だ
と

受
け
止
め
、
仕
事
・
家
事
・
育
児
な

ど
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
も
重
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

48
歳
・
女
性

ウチのこんなエピソード

わたしのしている
こんな工夫

読者Q&A

散
歩
を
再
開
し
て

体
調
も
改
善

　ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
３

歳
の
息
子
が
い
ま
す
。
外

泊
す
る
と
き
は
ベ
ビ
ー
布

団
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
面
倒
で
す
が
、

息
子
の
症
状
が
出
ず
に
安

心
し
て
旅
行
を
楽
し
め
る

の
で
、
毎
回
持
っ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

22
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

　ぜ
ん
息
の
あ
る
私
と
娘

は
、
疲
れ
を
た
め
す
ぎ
な

い
、
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス

で
発
作
が
多
々
見
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
散
歩

に
も
行
か
な
く
な
り
、
体
調
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
日
、
新

し
い
犬
の
里
親
に
な
り
、散
歩
に
行
っ

た
り
何
か
と
世
話
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
体
調
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

や
る
気
も
出
て
き
て
、
や
は
り
体
調

に
も
気
の
持
ち
よ
う
は
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

66
歳
・
女
性

WEB版すこやかライフでも募集中！
検索

検索

〒113-0021　東京都文京区本駒込2-29-22　東京法規出版内
「すこやかライフ」読者係
Tel：03-5977-0355　FAX：03-5977-0357

COPDのため、在宅酸素療法を
行って３年目ですが、最近胃もた
れしやすく、食事をするとすぐに
お腹がいっぱいになってしまいま
す。COPDと関係していますか？

（78歳・女性）

気圧や天候の変化でぜん息が悪化
してしまいます。
症状を安定させるには、どうした
らよいでしょうか？

（38歳・女性）

※疑問、質問がある方は、アンケートはがきを使ってお送
　りください。

1
Q

2
Q

24



35
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

お便り・投稿をお待ちしています！

体
か
ら
の
S
O
S
を

見
逃
さ
な
い
！

　うれしかったこと、楽しかったこと、たいへんだったこと、困っていること、失敗談など、
ぜん息やCOPDの治療中に身の回りで起こったさまざまなできごとをみんなで話して、気分
をスッキリさせましょう！

　本誌に寄せられているぜん息&COPDに関
するさまざまな悩みや疑問に、編集委員の先
生方がわかりやすくお答えします。

回答はWEB版すこやかライフに掲載します。WEB版
すこやかライフは、4月下旬ごろ更新の予定です。

　「読者の広場」は、みなさんのページです。
　みなさんからのアンケートハガキ
やお便りを紹介していきたいと思い
ますので、ハガキ、封書、FAX等何
でもOKです。お便り・投稿をお待
ちしています。

　以
前
よ
り
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

と
く
に
季
節
の
変
わ
り
目
に
無
理
を

し
た
り
体
調
を
崩
す
と
、
就
寝
直
後

に
ぜ
ん
息
の
発
作
が
出
ま
す
。
こ
ん

な
と
き
は
、
体
か
ら
の
S
O
S
だ
と

受
け
止
め
、
仕
事
・
家
事
・
育
児
な

ど
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
も
重
要
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

48
歳
・
女
性

ウチのこんなエピソード

わたしのしている
こんな工夫

読者Q&A

散
歩
を
再
開
し
て

体
調
も
改
善

　ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
３

歳
の
息
子
が
い
ま
す
。
外

泊
す
る
と
き
は
ベ
ビ
ー
布

団
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
面
倒
で
す
が
、

息
子
の
症
状
が
出
ず
に
安

心
し
て
旅
行
を
楽
し
め
る

の
で
、
毎
回
持
っ
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

22
歳
・
女
性
か
ら
の
投
稿

　ぜ
ん
息
の
あ
る
私
と
娘

は
、
疲
れ
を
た
め
す
ぎ
な

い
、
睡
眠
を
し
っ
か
り
と

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス

で
発
作
が
多
々
見
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
散
歩

に
も
行
か
な
く
な
り
、
体
調
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
日
、
新

し
い
犬
の
里
親
に
な
り
、散
歩
に
行
っ

た
り
何
か
と
世
話
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
体
調
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

や
る
気
も
出
て
き
て
、
や
は
り
体
調

に
も
気
の
持
ち
よ
う
は
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

66
歳
・
女
性

WEB版すこやかライフでも募集中！
検索

検索

〒113-0021　東京都文京区本駒込2-29-22　東京法規出版内
「すこやかライフ」読者係
Tel：03-5977-0355　FAX：03-5977-0357

COPDのため、在宅酸素療法を
行って３年目ですが、最近胃もた
れしやすく、食事をするとすぐに
お腹がいっぱいになってしまいま
す。COPDと関係していますか？

（78歳・女性）

気圧や天候の変化でぜん息が悪化
してしまいます。
症状を安定させるには、どうした
らよいでしょうか？

（38歳・女性）

※疑問、質問がある方は、アンケートはがきを使ってお送
　りください。

1
Q

2
Q

25〈すこやかライフNo.45〉

　薬やその使い方の進歩だけでなく、さまざまな環境の改善に伴ってぜん息で入
院する人は幸い非常に減少し、ベッドのやりくりに四苦八苦していた頃が嘘のよう
な気がします。しかし、ぜん息で亡くなる方がゼロになったわけではなく、残念な
がらアレルギー疾患は全体として増えている傾向があります。
　一方、ちまたにはさまざまな情報があふれております。したがってぜん息や
COPD、アレルギーについてはこれまで以上に、最新でわかりやすく、そして正
確な情報を発信する媒体の存在が重要だと思います。現時点でこれらの条件を備
えた情報誌はネット配信も始まった「すこやかライフ」以外にはないと思っていま
す。薬や医学情報だけでなく文字通り「健康な生活」のための情報が詰まってい
るカラフルで読みやすい冊子だと思います。これからもこのコンセプトを変えずに、
最新で正確な情報を提供しつづけてくれることを願っています。

同愛記念病院小児科部長　山口公一

　ぜん息と COPDのための生活情報誌「すこやかライフ」
は、今号で45号目となりました。これを機に、過去（38
〜 44号）に掲載した記事を紹介します。
　また、長年にわたり「すこやかライフ」の編集委員を務
めていただいております、同愛記念病院 小児科 部長 山口
公一先生に「すこやかライフ」への思いを語っていただき
ました。

○環境再生保全機構ホームページから
　お申込みの場合�
　大気環境・ぜん息などの情報館▶
　パンフレット▶パンフレット一覧・申込み
○電話や FAXでも受け付けています 
　TEL ： 044-520-9568（ダイヤルイン）
　FAX： 044-520-2134

45号
発行記念

●特 特集／●医 医療トピックス／●エ ぜん息児へのエール

●特 日常生活の中でできる対策を見直そう
　ぜん息治療　薬だけに頼っていませんか？
・神奈川県立こども医療センター アレルギー科 医長 高増 哲也先生
・相模原病院臨床研究センター センター長 谷口 正実先生

●医 〜COPDは治療可能な病気に〜
　進歩する COPD 治療を知る
●エ プロサッカー選手／オランダ　VVV フェンロ
　大津祐樹選手

平成26年10月発行44号

●特 いまよりもっとからだを動かそう！
　①小児ぜん息と運動
・国立病院機構下志津病院 小児科・アレルギー科 アレルギー科 医長 佐藤 一樹先生
　②成人の呼吸器疾患と運動
・順天堂大学大学院 医療看護学研究科 臨床呼吸病態学分野 教授 植木 純先生

●医 いざというときに備えよう！
　アナフィラキシーに対応するために
●エ ロンドンオリンピック競泳女子日本代表／セントラルスポーツ
　伊藤華英さん

平成24年10月発行40号
●特 子どもの成長とアレルギー
　「アレルギーマーチ」から学ぶアレルギー疾患の予防と管理
・同愛記念病院 小児科 部長 山口 公一先生

●医 子どものアトピー性皮膚炎のための
　体の洗い方、外用薬・保湿剤の塗り方実践法
●エ プロ野球選手／広島東洋カープ投手
　野村祐輔選手

平成26年3月発行43号

●特 長引くせきにご用心！
　からだが発する「危険サイン」を見逃さない！
・名古屋市立大学大学院 医学研究科 腫瘍・免疫内科学 教授 新実 彰男先生
・東海大学医学部 専門診療学系小児科学 教授 望月 博之先生

●医 食物アレルギーのための
　知っておきたい食品表示の見方〜誤食を防ぐために〜
●エ お笑いタレント／北陽
　虻川美穂子さん

平成25年9月発行42号

●特 小児ぜん息＆食物アレルギーガイドライン 2012
・佐賀大学医学部 医学部長・小児科学 教授 濵㟢 雄平先生
・藤田保健衛生大学 坂文種報徳會病院 小児科 教授 宇理須 厚雄先生

●医 慢性呼吸器疾患患者の QOL ＆
　アドヒアランス向上のための取り組み
●エ 元バレーボール選手／東レ株式会社
　大山加奈さん

平成24年3月発行39号

●特 ❶正しく使えていますか？　吸入ステロイド薬
・相模原病院臨床研究センター 病態総合研究部 部長 谷口 正実先生
・大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター 小児科 部長 亀田 誠先生

●特 ❷正しく薬を吸えていますか？
・半蔵門病院 副院長 灰田 美知子先生
・大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター 薬剤師 島津 史恵先生

●医 「喘息予防・管理ガイドライン 2012」から学ぶ
　『ぜん息死ゼロ』に向けたこれからのぜん息治療
●エ AKB48
　藤江れいなさん

平成25年3月発行41号

●特 ❶災害時に自分と家族を守るために
　　アレルギー・呼吸器疾患 震災時の問題と対策のポイント
・宮城県立こども病院総合診療科 部長 三浦 克志先生
・石巻赤十字病院呼吸器科 部長 矢内 勝先生

●特 ❷こころの状態にも注意しよう！
　　ぜん息・COPDとメンタルヘルス
・神奈川大学健康科学スポーツ支援部健康管理課 特別教授 江花 昭一先生

●エ プロ野球選手／阪神タイガース投手
　藤川球児選手

平成23年9月発行38号

すこやかライフ45号発行によせて
すこやかライフバックナンバーご希望の方は、

こちらからお申込みください

すこやかライフバックナンバーのご紹介

※肩書きは取材当時のものです。
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医療トピックス

知っておきたい
食物アレルギーの診断と
検査の方法

知っておきたい
食物アレルギーの診断と
検査の方法

地方公共団体事業レポート

三重県四日市市
ぜん息児のための
チャレンジ・デイキャンプ

のための
生活情報誌

＆ぜん息
COPD
（慢性閉塞性肺疾患）

﹇
特
集
﹈
入
学
・
進
学
の
と
き
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

すこやかライフ
をお届けします

「すこやかライフ」送付希望の方は、
付属のハガキにてご連絡ください。
電話やFAXでも受け付けています。

独立行政法人　環境再生保全機構
TEL：044-520-9568
FAX：044-520-2134

ぜん息＆COPD（慢性閉塞性肺疾患）のための生活情報誌

「すこやかライフ」企画編集委員
座　長　　　田中　一正（昭和大学富士吉田教育部教授）
委　員　　　金子　教宏（亀田京橋クリニック副院長）
　　　　　　橋本　光司（ときわ台はしもと小児科アレルギー科院長／日本大学医学部小児科学系小児科分野兼任講師）
　　　　　　山口　公一（同愛記念病院小児科部長）
　　　　　　山下　直美（武蔵野大学薬学部教授）
　　　　　　益子　育代（東京都立小児総合医療センター看護部／小児アレルギーエデュケーター）
　　　　　　西山　順子（神戸市保健福祉局健康部健康づくり支援課保健事業係長）
発　行　　　平成27年3月18日発行
　　　　　
　　　　　　　　　

独立行政法人　環境再生保全機構
　　　　　　〒212-8554　神奈川県川崎市大宮町1310
　　　　　　　　　　　　  ミューザ川崎セントラルタワー
　　　　　　TEL：044-520-9568　FAX：044-520-2134
　　　　　　http://www.erca.go.jp/yobou/（大気環境・ぜん息などの情報館）
編集事務局　株式会社東京法規出版
印刷・製本　

入学・進学のときに
知っておきたいこと

現場レポート

COPDの症状を少しでも
和らげ在宅の重症患者さんの
暮らしを「つくる」

特集

料理研究家
コウケンテツさん

ぜん息児へのエール

アレルギー児の安心・安全な学校生活のために


